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(2) Honda et al . (1990) A Simple and Efficient Methoud for Identification of Hybrids Using Nonradioactive rDNA
as Probe, J. Breed. 40: 339-348

　アスパラガスY染色体マーカーを用いることによって、出芽後１ヶ月程度でアスパラガスの雄株と雌株の判別を行
うことができる。

全雄品種「ハルキタル」のほ場で結実が確認された株は、Y染色体マーカー由来の300bpのバンドが検出され、
両性株と推定した。

Y染色体マーカー由来の300bpのバンドが検出できた株を雄株、検出できなかった株を雌株と判別した。花器
観察による雌雄判別の結果とマーカーによる判別結果は供試した全ての株で一致した。

Nakayama et al . (2006) Development of Sex-linked Primers in Garden Asparagus (Asparagus officinalis L.),
Breed. Sci. 56: 327-330

試料として用いる100mgの擬葉は出芽１ヶ月程度で確保できることから、早期に雌雄判別を行うことができる。

本田らの方法を用いてDNAを簡易に抽出した試料でも雌雄判別を行うことができた。
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雌株に適用することにより、両性株の検索も可能になる。
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